


広報いいで 2009/06/113

「きれいな道を走って欲しい」
私たちができる“おもてなし”

9.May.2009　AM5：30

第27回全国白川ダム湖畔マラソン大会

大会前日

繋

welcome Nakatsugawa

お
客
様
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
た
い

中
津
川
地
区
住
民
の
取
り
組
み

　

五
月
九
日
、
朝
五
時
半
。
白
川
荘
の
前
に

は
中
津
川
地
区
の
衛
生
組
合
、
体
育
協
会
、

公
民
館
運
営
委
員
会
の
役
員
の
方
を
中
心
に
、

約
三
十
名
の
地
域
住
民
が
集
ま
っ
た
。

　

明
日
に
控
え
た
全
国
白
川
ダ
ム
湖
畔
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
向
け
て
コ
ー
ス
と
な
る
沿
道
の

ご
み
拾
い
を
す
る
た
め
だ
。
参
加
す
る
選
手

に
気
持
ち
よ
く
走
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し

て
中
津
川
の
魅
力
を
満
喫
し
て
も
ら
い
た
い
、

そ
ん
な
願
い
を
込
め
、
二
十
年
以
上
続
い
て

い
る
活
動
で
あ
る
。

　
「
毎
年
実
施
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
年
々

拾
う
ご
み
の
量
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
く

見
る
と
や
は
り
ま
だ
捨
て
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
参
加
選
手
や
訪
れ
る
お
客
様
を
気
持

ち
よ
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

　

衛
生
組
合
長
代
表
の
安
部
数
幸
さ
ん
（
小

屋
）
は
、
参
加
者
に
そ
う
呼
び
か
け
た
。

　

参
加
者
は
、
ご
み
を
探
し
な
が
ら
一
時
間

余
り
コ
ー
ス
を
歩
き
続
け
る
。
中
津
川
の
美

し
い
イ
メ
ー
ジ
を
守
る
た
め
に
。

　

大
会
の
裏
で
は
、
住
民
の
お
も
て
な
し
の

心
と
自
然
を
守
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

繋白川ダム湖岸公園から塀
風岩トンネルまでのコース
を担当区間に分かれてごみ
拾いを実施。白川ダム湖岸
公園を出発して１時間以上
歩き、ごみを拾い続けた　
罫早朝５時半に集合し、準
備をする参加者。だれもが
協力的で、表情はみんな明
るい　茎参加者は、一つの
ごみも見逃さないように気
をつけながら作業に励んだ
荊拾われたごみの大半は空
き缶だったが、中には使用
済みの蛍光管といったもの
まで捨てられていた

罫茎荊
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第27回全国白川ダム湖畔マラソン大会
中津川地区住民の取り組み／大会の模様と結果

03

国保診療所所長 武田真一医師に聞く
目指す診療所の姿などについてインタビュー

06

不法投棄の現場を緊急報告08

「あ～す」図書室にようこそ
図書室の利用方法や役立つ便利な情報を紹介

10

白椿地区公民館の試み
有用微生物群を使って環境に優しい暮らしを

12

大好きなまちだからボランティアでありがとうを13

まちかどNEWS
松原部落「花見の会」／「いいでフォトクラブ」設立／めざ
みの里観光物産館内「サウンドさんど館」オープンほか

14

直伝おふくろの味16

子育てファイル／あ～す図書室情報17

リレーエッセー校長室便り／随想町長の見て歩き18

住民税が公的年金から引き落とされます19

お知らせ／戸籍の窓／人の動き／編集後記20

白川源流四季の表情22

未来につなぐ～いいでの美しさをいつまでも～24

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

表　紙

今月の

目次広報いいで
2009

６

さらに情報を！
町のホームページから

町からのお知らせや情報は、
飯豊町ホームページ　www.town.iide.yamagata.jp
でも紹介しています。
知りたい情報は、「検索キーワード」を、ホームページ
の検索ボックスに打ち込んでください。当該ページへ
簡単に移動することができます。

こちらのボックスに
「検索キーワード」を
打ち込んでください。

左から慎一さん、爽代香ちゃん、
凪人くん、陽子さん

親子
大城  慎  一 さん（34歳）

し ん  い ち

 陽  子 さん（32歳）
よ う  こ

 爽  代  香 ちゃん（5歳）
そ よ か

 凪  人 くん　（2歳）
な ぎ  と

高峰在住

　鉄工所を営む大城さん。
近所の人たちは、地域の子
どもを大切に思い積極的に
声をかけてくれるそうです。
今、慎一さんと陽子さんが
楽しみにしていることは、
子どもと一緒に手ノ子ス
キー場でスキーをすること。
「人も環境も良くて子育て
には最高の地域です」と慎
一さんは胸を張ります。
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　選手の皆さん、そして大会スタッフの
皆さんのおかげで気持ちよく走ることが
できました。数年前に参加したときは、
残雪がありましたが、今年はとても温か
く、緑がきれいなときに参加できてうれ
しく思います。県内外から多くのラン
ナーが参加していることに驚きました。
きっと毎年この大会を楽しみにしている
のだろうなと感じました。
　今度はプライベートで、季節の良い時
期、飯豊町に遊びに来たいと思います。

繋２㌔コースのスタート直前。選手の表情は様々。

それぞれの目標と思いを抱いてこの大会に出場し

た　罫開会式では中津川小中の児童・生徒が元気

一杯に選手宣誓。最後まで力を振り絞って完走す

ることを誓った　茎例年にない好天に恵まれ気温

も大会の盛り上がりも上昇。沿道には多くのお客

様が応援に駆けつけた　荊本大会にほぼ毎回出場

しているという米沢市の海老名徳助さん（75歳）。

５㌔コースを見事に完走し、満足そうな表情を見

せてくれた　蛍家族のゴールを待つ男の子と女の

子。家族連れでにぎわう大会として定着してきた

各コース優勝者

5分50秒高畠町五十嵐勝男子
2㎞

8分08秒南陽市横川千夏女子
16分01秒南陽市堀　宏和男子

5㎞
19分52秒長井市秦　七海女子
32分24秒南陽市渡辺清紘男子

10㎞
50分12秒米沢市島貫　蓮女子

１位でゴールする５㎞男子の堀宏和選手

遠方賞受賞者

古川　正則北九州市

各コース最年長者

79歳飯豊町松原冨永勝太郎2㎞
82歳宮城県多賀城市佐藤義正5㎞
75歳山形市荒井俊夫10㎞

Guest Runner Interview

ゲストランナー・インタビュー

スポーツ山形21（都道府県対抗女子駅伝競走大会
山形県チームキャプテン）

熊 坂 香 織さん Kumasakakaori

蛍

　

第
二
十
七
回
全
国
白
川
ダ
ム
湖
畔
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
、
五
月
十
日
、
白
川
ダ
ム
湖
岸
公

園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て
開
か

れ
、
ラ
ン
ナ
ー
は
飯
豊
の
青
い
空
の
下
と
ま

ぶ
し
い
新
緑
の
中
を
駆
け
抜
け
た
。

　

大
会
に
は
県
内
外
か
ら
一
二
二
九
名
が
参

加
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
女

子
駅
伝
山
形
県
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
熊
坂

香
織
選
手
を
迎
え
た
。

　

開
会
式
で
は
、
後
藤
町
長
が
「
健
康
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
む
と
共

に
中
津
川
の
美
し
い
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
走
り
を
楽
し
み
、
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
が
無
事
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
飯
豊
産
米
沢
牛
な
ど
が
当

る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は
最
後
ま
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
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第27回全国白川ダム湖畔マラソン大会

大会当日

1,229人のランナーが
飯豊の空の下を駆けた
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治
療
方
法
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
で
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
す
る
こ
と
。
以
上
の
三
つ
の

こ
と
を
心
が
け
て
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
　

健
康
づ
く
り
に
大
切
な
こ
と
は
何
だ
と

考
え
て
い
ま
す
か
？

　

禁
煙
、
適
切
な
飲
酒
・
運
動
・
食
事
を
行

う
だ
け
で
も
、
か
な
り
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
の
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受

け
る
こ
と
や
年
に
一
度
は
か
か
り
つ
け
医
で

受
診
す
る
こ
と
で
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
努
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
病
気
に
な
り
後
遺
症
な
ど
が
残
っ

た
場
合
は
、
気
持
ち
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、

リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
　

今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
問
題
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
ま
ず
は
診

療
所
で
受
診
す
る
「
お
ら
ほ
の
診
療
所
」
を

看
護
師
・
事
務
員
と
一
丸
と
な
っ
て
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
国
保
診
療
所
・

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
老
人
保
健

施
設
の
ス
タ
ッ
フ
の
助
言
を
得
な
が
ら
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

たけだ・しんいち●医師。1976年９月、米沢
市生まれ。02年３月自治医科大学医学部卒業。
07年白鷹町立病院外科、08年山形大学医学部
第２外科などの勤務を経て、09年５月から現
職。趣味は読書。動物行動科学から漫画少年
ジャンプまでとジャンルは幅広い。患者さん
と明るく元気に接するをことを心がけ、日々
の診療に従事する。椿在住。

PROFILE

Dr.Takeda Shinichi

「国保診療所のスタッフと協力し、様々な
サービスを提供したい」と語る武田所長

国保診療所
（健康福祉センター内）

町民総合
センター
「あ～す」

つばき保育園

町社会福
祉協議会

学校給食
共同調理場

　国保診療所では、町民の皆さんの健康づ
くりを応援します。武田所長が皆さんのと
ころへ伺い、健康づくりの講座を行います。
◆対象／地区やサークルなど（団体単位）
◆内容／禁煙、防煙、メタボリックシンド
ローム対策など

◆料金／無料（会場使用料などは団体負担）
◆申込方法／希望日の２週間前まで電話で
国保診療所へ申し込みください

スタッフ 出前講座「健康教室」

患
者
さ
ん
と
一
緒
に
悩
み
、
相
談
し
、治
療
す
る
。

「
お
ら
ほ
の
診
療
所
」
を
目
指
し
ま
す
。

国保診療所位置図
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国
保
診
療
所
所
長
に
就
任
さ
れ
て
の
心

境
は
い
か
が
で
す
か
？

　

初
め
て
の
一
人
医
師
勤
務
で
、
責
任
の
大

き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
を

維
持
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ

た
的
確
な
診
療
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
は
外
科
医
と
し
て
手
術
や
生
活
習
慣
病

の
治
療
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
の
国
保
診
療
所
所
長
の
拝
命
は
、
私

の
医
師
人
生
の
大
切
な
経
験
の
場
と
考
え
、

勤
務
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

本
町
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

　

良
い
意
味
で
「
と
て
も
の
ど
か
」
と
い
う

の
が
第
一
印
象
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
優

し
く
接
し
や
す
い
方
々
ば
か
り
で
す
。

　
　

医
師
に
な
ろ
う
と
目
指
し
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

幼
少
の
こ
ろ
病
気
が
ち
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
な
が
ら
に
も
「
将
来
は
病
気
を
治
す

立
場
に
立
ち
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

す
べ
て
の
分
野
を
専
門
的
に
く
ま
な
く
極
め

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
一
般
的
な
疾
患
と

言
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
診

る
こ
と
が
で
き
る
総
合
医
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

地
域
医
療
の
維
持
は
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
か
？

　

個
人
的
見
解
で
す
が
、
地
域
医
療
の
問
題

の
一
つ
に
「
医
師
の
偏
在
」
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
地
方
と
都
市
、
開
業
医
と
勤
務
医
の

医
師
数
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
ら
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
医
師
の
勤
務
時
間
や
報
酬

な
ど
様
々
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

医
師
の
数
を
偏
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
国
の

施
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

目
指
す
国
保
診
療
所
の
役
割
は
ど
う

い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　

第
一
次
の
医
療
機
関
と
し
て
「
診
療
所
で

診
察
を
受
け
て
健
康
問
題
を
解
決
す
る
」
と

い
う
の
が
基
本
で
す
。

　

さ
ら
に
後
方
病
院
と
い
わ
れ
る
高
次
医
療

機
関
や
開
業
医
の
先
生
と
連
携
し
、
最
善
の

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。
こ
の「
病
診
連
携
」

が
で
き
れ
ば
、
遠
方
ま
で
受
診
し
な
く
と
も

診
療
所
で
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
病
歴
な
ど
の
背
景
や

ど
の
よ
う
な
医
療
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
、

医
師
と
看
護
師
が
し
っ
か
り
認
識
し
て
い
る

診
療
所
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
に
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

一
つ
目
は
、
明
る
く
、
元
気
に
、
そ
し
て

礼
儀
正
し
く
。
患
者
さ
ん
が
診
察
室
に
暗
い

顔
を
し
て
入
っ
て
き
て
も
、
明
る
い
顔
で
迎

え
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
患
者
さ
ん
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
。
健
康
問
題
に
つ
い
て
一
緒
に
悩
み
、

相
談
し
治
療
方
針
を
決
定
す
る
。
三
つ
目
は
、

5月1日に国保診療所所長に就任した武田真一氏に
目指す診療所の姿などについてインタビュー

武田真一医師に聞く

飯豊町国民健康保険診療所所長

飯豊町介護老人保健施設「美の里」施設長

TOP INTERVIEW

飯
豊
町
国
保
診
療
所
新
体
制
ス
タ
ー
ト

午　後午　前曜日
13：30～16：008：30～11：30月
13：30～16：008：30～11：30火

往　診8：30～11：30水
休　　診木

13：30～16：008：30～11：30金

煙木・土・日曜日および休日は休診します
煙各種健康診断、胃内視鏡検査、腹部超音波、往
診依頼、予防接種などは事前に相談ください。

大字椿3654―1
健康福祉センター内
志72―2300　思72―3375

INFORMATION

国 保
診 療 所

情 報

連絡先診療受付時間
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繋手ノ子地内の県道の安全地帯には、休
憩したドライバーによる空き缶や弁当の
容器などのポイ捨てがあとを絶たない。
隣接する田んぼの所有者によると農業用
機械が壊れる被害も受けたという。県は
防止策として、冬期間この安全地帯の除
雪を試行的に除雪しないなどの措置を検
討している　罫添川地内の水芭蕉の群生
地ではタイヤを野焼きされた跡が確認さ
れた。この場所での野焼きは過去に何度
も発見されており、警察へパトロール強
化の要請を行うこととした　茎不法投棄
されたごみの中から、所有者の手がかり
となるものを徹底的に探す県と町の担当
職員　荊手ノ子地内の国道沿いに不法投
棄防止を呼びかける看板を設置する不法
投棄監視員。そばには歴史的な地域資源
である宇津峠の上り口がある

　

悪
質
な
不
法
投
棄
の
現
場
を
見
た

　

五
月
二
十
一
日
、
役
場
庁
舎
前
に
は
町
の

不
法
投
棄
監
視
員
の
ほ
か
町
衛
生
組
合
連
合

会
、
建
設
業
協
会
、
置
賜
総
合
支
庁
な
ど
置

賜
不
法
投
棄
防
止
対
策
協
議
会
を
構
成
す
る

組
織
の
担
当
者
十
五
名
が
集
ま
っ
た
。
目
的

は
、
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
法
投
棄

の
情
報
に
基
づ
き
、
現
場
を
巡
回
し
、
現
状

を
確
認
す
る
こ
と
。

　

今
回
は
、
別
の
日
に
行
わ
れ
る
中
津
川
地

区
を
除
い
て
、
町
内
五
箇
所
を
見
回
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
箇
所
、
萩
生
地
区
の
現
場

は
、
山
の
ふ
も
と
に
あ
っ
た
。
近
く
で
仕
事

を
し
て
い
る
住
民
か
ら
「
ご
み
が
大
量
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
」
と
の
通
報
が
あ
り
発
覚
し

た
。
そ
こ
に
は
、
柱
の
角
材
や
配
管
が
付
い

た
蛇
口
な
ど
、
家
屋
を
解
体
し
た
と
き
に
出

た
と
思
わ
れ
る
廃
材
が
無
残
に
捨
て
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
う
え
、
タ
イ
ヤ
や
酒
の
空
瓶
、

長
靴
な
ど
日
用
品
も
混
じ
っ
て
い
る
。
意
図

的
に
捨
て
た
悪
質
な
ケ
ー
ス
だ
。

　

監
視
員
な
ど
が
一
つ
一
つ
の
ご
み
か
ら
元

の
所
有
者
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の
を
探
す
。

も
ち
ろ
ん
捨
て
た
者
に
そ
の
責
任
を
と
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
万
が

一
、
捨
て
た
者
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
。
原
則
的
に
は
地
主
が
片
付
け

る
こ
と
と
な
る
が
、
大
量
放
棄
の
場
合
は
町

や
県
が
税
金
を
使
っ
て
原
状
回
復
す
る
こ
と

に
な
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
血
税
が
、
心
無

き
者
の
不
法
投
棄
に
よ
り
、
そ
の
後
片
付
け

に
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
あ
と
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
ご
み
を
捨
て
さ
せ
な
い
環
境
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
注

意
深
い
監
視
と
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
町
の
担
当
者
は
語
気
を
強
め
訴
え
る
。

繋

罫茎

荊

私たちが常に目を光らせています
町の不法投棄監視員

　不法投棄の罰則　
（廃棄物処理及び清掃に関する法律）

５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金
またはこれの併科

　不法投棄110番　
不法投棄や野焼きを発見したら通報ください

置賜総合支庁環境課廃棄物対策担当
拶0238―26―6034

役場住民税務課生活環境室
拶72―2111内線131・132

　現在、町では11名の皆さんに不法投棄監
視員を委嘱し、定期的なパトロールや住民
からの相談の窓口としてその任務に当って
もらっています。
猿猿不法投棄監視員猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿

嶋貫恒雄中
溝口長司萩生
手塚新蔵黒沢
鈴木辰夫椿
鈴木幸三添川
舟山忠芳松原

五十嵐勇一小白川
佐村辰衛手ノ子
鈴木　忠高峰
五十嵐榮彦白川
平山森司岩倉

「町の景観を守るためにも不法投棄は許せない」と語る
不法投棄監視員の面々

　手塚亘さんと長谷部秀次さんのお二人は、不法
投棄監視員として長年に渡ってご活躍いただき、
このたび、３月31日をもって、その任務を終えら
れました。これまでのご協力に深く感謝します。

長年ありがとうございました

 手  塚 　 亘 さん
て づか わたり

（萩生・16年間）
 長  谷  部 
は せ べ

 秀  次 さん
しゅう じ

（岩倉・14年間）
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「日本で最も美しい村」「日本で最も美しい村」にに
不法投棄を許してはならな不法投棄を許してはならないい

萩生地内の山に捨てられ
た大量の家屋廃材。それ
に混じりタイヤや酒の空
瓶などが捨てられていた。
意図的で悪質な不法投棄
である。景観を損なうだ
けではなく、環境への悪
影響も懸念される

５月21日に行われた置賜地区不法投５月21日に行われた置賜地区不法投棄棄
防止対策協議会合同春季パトロール。防止対策協議会合同春季パトロール。地地
域住民などから情報があった不法投棄域住民などから情報があった不法投棄のの
現場を不法投棄監視員と同協議会のメ現場を不法投棄監視員と同協議会のメンン
バーが巡回。カメラはその様子を追ったバーが巡回。カメラはその様子を追った。。

不法投棄の現場を緊急報告
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に関する町の事業本

母・由貴江さんより

「たくさんの本に触れて欲しいから」

　返却期間に合わせて２週間に１度、
図書室を利用しています。子ども２人
で10冊と、私も気に入った本があれば、
借りていっています。
　子どもにたくさんの本に触れてもら
うには図書室が一番だと思います。買

い与えても飽きてしまうことが多いで
すが、図書室で借りれば次々と違う本
を読ませてあげることができます。
　子どもの遊ぶ場所が減る冬期間は、
特に図書室の存在はとても助かります。
ただ、学生さんが勉強をしていると、
子どもの声が迷惑ではないかと気遣い
ます。図書室に静かに勉強できるス
ペースがあればと思います。お気に入りの絵本を持つ根岸さん親子

根岸さん親子（萩生）
ね ぎし

 由  貴  江 さん（32歳）、
ゆ き え

 志  帆 さん（6歳）、 亮  輔 くん（3歳）
し ほ りょう すけ利用者の声

USER'S VOICE

　わくわく♪ぐりぐら広場は、「あ～す」図書室事業の一つです。
絵本などの読み聞かせのほかに、簡単な工作を行い、子どもた
ちの感性と想像力を育むことに努めています。対象年齢は、３

歳から小学３年生ぐらいまでで
す。子どもだけの参加もできま
すが、親子で参加し、コミュニ
ケーションの場としても活用く
ださい。次回は９月13日掌の
開催予定です。
（「あ～す」図書室緯72―3111）

わくわく♪ぐりぐら広場

読み聞かせや工作を通して子どもの感性を育む

お気に入りの絵本を持つ根岸さん親子

こどもみらい館
 安  部  早  苗 さん
あ べ さ なえ

ブックスタート広場

本を通して赤ちゃんへ語りかけるあなたの優しい声

　私たちこどもみらい館ではブックス
タート事業を行っています。町内の４カ
月児の赤ちゃんへ絵本をプレゼントする
ものです。ブックスタートの目的は、本
の読み聞かせによる早期教育ではありま
せん。絵本を通して、保護者と赤ちゃん
が心触れ合うきっかけを作ることです。
絵本の持つ柔らかい言葉を優しい声で赤
ちゃんに語りかけ、大人と赤ちゃんが
ゆったりと向き合う時間づくりに役立て
てください。

（こどもみらい館　緯72―3336）
熱心に大型絵本に見入る子どもたち

便利に借りる。

図書室にない本は、
山形県立図書館をは
じめ、他館から借り
ることができます。
届くまでの期間は約
１週間。どんな本も
気軽にリクエストし
てください。

リクエスト

気軽に利用。

親子で絵本を楽しむ
コーナー。腰をおろ
してゆっくり本を選
んでください。０・
１・２歳児向けの絵
本コーナーも設けて
います。

キッズコーナー

今回、どんな本が
入ったのか新着図書
の案内ファイルを見
れば、ひと目でわか
るようになっていま
す。貸出中の本は予
約することができま
す。

新着図書の

案内ファイル

数ある絵本の中から
選ぶのは結構難しい
もの。迷ったときは、
出入口付近に季節に
合った絵本を揃えて
いますので、どうぞ
ご覧ください。

季節の絵本

コーナー

一部の図書には、本
についていた帯を表
紙の裏面に貼り付け
ています。素早くど
んな本かがわかるよ
うにするための工夫
です。本選びの参考
にしてください。

どんな本か

素早くわかる
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本を楽しむ。便利に借りる。
「あ～す」図書室にようこそ。

OPEＮ
TUE―FRI

AM9:00―PM6:00
SAT―SUN

AM9:00―PM5:00
（June-―October）

みたい本があったら気軽にリクエストしてくださ
い。ここにない本でもほかの図書館から借りるこ

とができます」と図書室職員の長沼敬子さんは話します。
　「あ～す」図書室の蔵書は、現在約２万５千冊。図書室
にない本でもお客様からリクエストがあれば、図書館同
士が本を貸し借りする「相互貸借制度」と購入により対
応しています。専門書から絵本まで読みたい本や探して
いる本があれば気軽にカウンターで相談してください。
　また、「あ～す」まで通うのが大変という場合でも団体
貸し出し制度を利用すれば、地区公民館を経由して本を
借りたり返したりすることが可能です。

　そのほか、自宅にいながら蔵書検索ができる県立図書
館のインターネット予約貸し出しや県内公立図書館横断
検索など便利なサービスもあります。
　また、図書カード利用登録をしておけば、置賜管内の
図書館に直接出向いて利用することも可能です。

成20年度の貸出冊数は15,772冊。幅広い年代の方
に利用いただいています。

　さらに多くの町民の皆さんに図書室を利用して、本に
触れてもらいたい―。そこで意外と知られていない図書
室の利用方法や役立つ便利な情報、利用者の声などを紹
介します。

◆◆◆開館時間　　　

火～金曜日／9：00～18：00（6月～10月）
火～金曜日／9：00～17：00（11月～5月）
土・日曜日／9：00～17：00
◆◆◆主な休館日　　　

月曜日・祝日
◆◆◆借りられる冊数　　　

１人５冊まで

◆◆◆借りられる期間　　　

２週間まで
◆◆◆借りるときは　　　

図書利用カード登録が必要です。忘れて
きたり、失くした場合も借りられますの
で、図書室職員までお申し付けください。
◆◆◆返すときは　　　

図書室内カウンターで返却してください。
図書室が閉まっている場合は、返却ポス
トをご利用ください。

「あ～す」図書室
（町教育委員会まちづくり室）

大字椿3622
町民総合センター「あ～す」内
志72―3111　思72―3163

読「

平
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　町内では多くの皆さんが、公共施
設を大切に思い、清掃などのボラン
ティア活動をしていただいています。
その中から５月中に行われたものの
一部を紹介します。皆さん、本当に
ありがとうございました。

児童たちは、小さな手で一生懸命草むしりに励んだ

第一小全校児童 「どんでん平ゆり園除草作業」
　５月７日、第一小の全校児童193
人が、ボランティアでどんでん平
ゆり園の除草作業を行いました。
　作業を始めるにあたり、ボラン
ティア委員長の関 晃  紀 君が「きれ

こう き

いなゆり園にしてお客様を迎えら
れるようにがんばりましょう」と
全児童に呼びかけました。
　園内には、昨年６月に同校の児

童たち全員でユリの球根を植えた
「一小あおぞらゆり園」があり、
そこを中心に学年ごとに分担して
作業を実施。児童たちは、すでに
20㌢ほどに伸びたユリの茎に気を
つけながら一つ一つ丁寧に草をむ
しっていました。児童からは「花
が咲いたら、家の人と見に来たい
です」との声が聞かれました。

野球・ソフトボールチームなど 「町民野球場清掃作業」
　５月22日、町内の野球とソフト
ボールチームに所属する部員の方
たちが一同に集まり、ボランティ
アで町民野球場の清掃作業を行い
ました。参加したのは、野球が４
チーム、ソフトボールが５チーム、
それに飯豊中野球部員とその保護
者が加わり、合わせて約120名に

よるボランティアとなりました。
　早朝５時半から作業を開始し、
グラウンドの石拾いと草むしり、
ベンチと側溝の清掃、管理棟の整
理整頓などを手分けして行いまし
た。参加者からは「きれいになった
野球場で、おもいっきりプレーがし
たいです」との声が聞かれました。

豊川建設㈱ 「健康福祉センター周辺清掃作業」
　５月２日、豊川建設株式会社（寒
河江範明代表取締役・手ノ子）は、
健康福祉センター周辺の清掃や整
地などのボランティア活動を行い
ました。社員14名が参加し、草む
しりや清掃のほか、ブルドーザー

などを使って駐車場の砂利敷きと
整地をしました。寒河江さんは
「町内の企業として、できる限り
地域へ恩返しをしたいと思います。
これからも続けていきたいです」
と話してくださいました。

「一小あおぞらゆり園」のユリは順調に成長し、
６月中旬から下旬に見ごろを迎える

参加者は、自分たちの野球場に日ごろの感謝を
込めて、黙々と作業に取り組んでいた

自社のブルドーザーを持ち込んでの大掛かりな
ボランティア活動となった
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白椿地区公民館職員

 鈴  木 　 孝 さん
すず き たかし

　白椿地区公民館では、平成８年から生涯学習
の一環としてＥＭを使った環境保護活動に取り
組んできました。基本となるＥＭ活性液は、日
常生活で食器洗いや掃除などいろんな場面で使
うことができます。ＥＭは「作る楽しみ」と「使
う楽しみ」の中で、生活排水をきれいにするな
ど、環境に優しい暮らしにつながります。興味
のある方は、お気軽に私たちにご相談ください。

（白椿地区公民館緯72―2242）

INTERVIEWＥＭの普及に取り組む理由

楽しみながら環境に優しい暮らしができる

　自然界には、光合成細菌や乳酸菌な
ど人間の助けとなる微生物が数多く存
在します。そういった役立つ微生物を
組み合わせたものがＥＭです。もとも
と自然にあるものなので環境に負荷が
ないこととその効果の大きさから、全
国各地で農業の土壌改良や河川の浄化
などに利用されています。

ＥＭは米のとぎ汁を使っ
て増やすことができる

有用微生物群を使っ有用微生物群を使ってて
環境に優しい暮らしを許

中津川小中児童、生徒

町民プールの清掃に活用

町衛生組合研修会

生ごみ減量のために学習

中津川地区女性部

ぼかし堆肥作りに挑戦

研修会には町衛生組合女性協力員や関係者など
約20名が参加し、ぼかし堆肥を使い、生ごみを
うまく堆肥化するこつなどを学んだ

虚初めてＥＭ活性液を手にし、興味深そうにに
おいを確かめる生徒

許ヘドロやごみで濁ったプールにＥＭ活性液を
一斉に投入する児童たち

中津川地区の女性など約15名が参加し、ぼかし
堆肥作りに挑戦した。参加者からは「一人で作
るよりは、みんなで共同で作るほうが効率がい
いかもしれない」などの感想が聞かれた

Effective（有用）
Microorganisms（微生物群）

暮らしを助ける微生物

　

白
椿
地
区
公
民
館
（
佐
原
正
館
長
）
で

は
、「
環
境
に
良
い
こ
と
を
広
め
た
い
」
と
、

地
区
を
越
え
て
全
町
に
Ｅ
Ｍ
（
有
効
性
微

生
物
群
）
を
使
っ
た
環
境
保
護
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
に
優
し
い
プ
ー
ル
清
掃

　

五
月
八
日
、
中
津
川
地
区
の
町
民
プ
ー

ル
で
、
中
津
川
小
中
の
児
童
、
生
徒
と
地

域
の
方
な
ど
約
三
十
名
が
プ
ー
ル
に
Ｅ
Ｍ

活
性
液
の
投
入
を
行
い
ま
し
た
。
中
津
川

地
区
公
民
館
と
白
椿
地
区
公
民
館
が
共
同

で
企
画
し
た
も
の
で
、
目
的
は
、
ご
み
や

ヘ
ド
ロ
で
濁
っ
た
水
を
Ｅ
Ｍ
の
効
果
で
浄

化
す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
実

際
の
プ
ー
ル
掃
除
の
と
き
に
は
、
悪
臭
や

ぬ
め
り
が
と
れ
、
ス
ム
ー
ズ
で
よ
り
き
れ

い
に
清
掃
で
き
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
二
十
五
丿
プ
ー
ル
一
杯
に

溜
ま
っ
た
水
に
対
し
て
、
白
椿
地
区
公
民

館
が
準
備
し
た
四
百
弍
の
Ｅ
Ｍ
活
性
液
を

す
べ
て
投
入
。
児
童
、
生
徒
は
初
め
て
触

れ
た
Ｅ
Ｍ
の
に
お
い
な
ど
を
確
か
め
な
が

ら
「
清
掃
の
日
が
楽
し
み
で
す
」
と
そ
の

効
果
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

生
ご
み
で
ぼ
か
し
堆
肥
作
り

　

白
椿
地
区
公
民
館
の
職
員
が
講
師
と
な

り
、
Ｅ
Ｍ
を
使
っ
て
生
ご
み
を
良
質
な
ぼ

か
し
堆
肥
に
変
え
る
講
習
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

五
月
十
四
日
に
は
、
中
津
川
地
区
女
性

部
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
五
月
二

十
九
日
に
は
町
衛
生
組
合
研
修
会
と
し
て

女
性
協
力
員
を
対
象
に
実
施
。

　

ぼ
か
し
堆
肥
作
り
の
大
き
な
目
的
は
、

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に

あ
り
ま
す
が
、
Ｅ
Ｍ
と
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
と

を
上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
市
販
の
も
の
以
上
に
良
質
な
堆
肥
が

で
き
る
と
い
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
Ｅ
Ｍ
の
基
本
的
な
知
識

の
ほ
か
、
生
ご
み
を
う
ま
く
発
酵
さ
せ
る

こ
つ
か
ら
ぼ
か
し
堆
肥
を
使
っ
た
土
作
り

ま
で
と
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

白椿地区公民館の試み

とは？
ＥＭ

（有用微生物群）

虚
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やまがた花回廊キャンペーン
「おきたま山菜まつり」（白川荘）

　５月30日、町の特産品である 鳴砂 を紹介する施設
なきすな

が、めざみの里観光物産館２階テーマ館にオープン
しました。名称は、添川小６年の平山 真  唯 さんが応

ま ゆ

募した「サウンドさんど館」が採用されました。施
設内には、鳴き砂の音を実際に鳴らすことができる
コーナーや砂絵の展示などがあり、オープン初日か
ら多くの親子連れなどが訪れ、鳴き砂の音を体験し
ていました。料金は無料で、常時開設しています。

 鳴砂 で遊ぼう！
なきすな

　５月31日、町民総合センターで、「いいでフォトクラブ」
設立総会が行われました。設立の目的は、写真を通しての
仲間づくりと写真技術の向上を目指すこと。総会では、会
長に齋藤徹さん（松原）が選出され、会員による写真展の開
催やフォトコンテストへの積極的な参加などを確認しまし
た。現在会員は16名。齋藤会長は「飯豊の美しい風景を撮
りながら、本町のピーアールや活性化につなげていきたい
です」と抱負を語ってくださいました。（関連20ページ）

レンズを通して町の活性化を

　５月30日、添川地区の田んぼで東京都杉並区第六
小の児童と保護者27名が、田植えに挑戦しました。
これは、JA山形おきたま青年部添川支部（岩瀬也寸宏
支部長）が、都会の子どもに農業と農村文化の大切さ
を知ってもらおうと企画し、今年で３年目の実施と
なりました。同伴された曽我部和広校長は「飯豊町で
の体験は、子どもたちにとって食の原点を学ぶ貴重
な体験になったと思います」と話してくださいました。

こうやってお米はできるんだ

５
　31

手ノ子小４年生アユの稚魚放流
（手ノ子地内白川）

５
　26

町民総合センター「あ～す」エレ
ベーター竣工行事　　（あ～す）

５
　19

News 町の話題

めざみの里観光物産館内「サウンドさんど館」オープンJA青年部添川支部　農業・農村体験授業
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。
総務企画課総務情報室まで拶72―2111内線224

　５月25日、山形市で県防犯協会連合会（会長・吉村
美栄子知事）通常総会があり、その席上で、優良団体・
防犯功労者として、本町の町防犯協会西部支部（井上
與五平支部長・高峰）と土田達雄さん（椿）が表彰され
ました。西部支部については、日常的なパトロールの
実施や地域と連携した活動などが、土田さんにおいて
は昨年度まで務めた町地域防犯連絡所連絡会会長と
しての実績などが高く評価されての表彰受賞です。

防犯活動の功績を称えて

　４月29日、松原公民館前広場で松原部落「花見の会」が
行われました。地区の全世帯から約100名が参加し、招待
された後藤町長と共に、桜の下での交流を楽しみました。
梅津勝宏部落長によると、初めは有志だけの集まりが、平
成元年ころから全世帯参加となり、以来地区民にとって楽
しみの行事の一つになったとのこと。若い人からお年寄り
までが一堂に会し、春の訪れを喜び合いました。

松原で見つけた「にぎわい再現」

　５月21日から１泊２日で、千葉県八千代市立大和
田中３年生70名が教育旅行として中津川地区を訪れ
ました。生徒たちは約20件の農家に分かれて民泊。
それぞれの家の人に教わりながら田植えや山菜取り
など、山村の生活を体験しました。生徒からは「食
べ物がとてもおいしいし、みんな温かい人ばかりで
した」との感想が聞かれました。同地区ではこのほ
かにも他県から教育旅行生を受け入れる予定です。

中津川で思い出づくり

山形県防犯協会連合会表彰千葉県の中学生が中津川地区で教育旅行

松原部落「花見の会」
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Child & Book 子育てと図書

子育て

FILE
フ ァ イ ル

●役場教育文化課子育て支援室
志72―2111内線160、163

●こどもみらい館
志72―3336  

●開館時間　　午前９時～午後６時（６月～10月）
※土・日曜日は午前９時～午後５時まで

●休館日　　　毎週月曜日・祝日・年末年始
●臨時休館日　７月11日松・12日掌
●問合せ先　　町民総合センターあ～す図書室 志72―3111 

今月のおすすめ図書

「左利きの子－右手社会で
暮らしやすくするために」
ローレン・ミルソム／著　
笹山裕子／訳　東京書籍

左利きの人にとって、右手社会は何
かと不利・不便で、危険もある。左
利きの子が右手社会で成長していく
なかで、何をどうすれば安全かつ快
適に行動し暮らしていけるのか、そ
のノウハウを具体的に解説。

一般図書

「運命の人　１・２」
山崎豊子／著　文藝春秋

政治家・官僚に食い込む力量は天下
一品、自他共に認める特ダネ記者の
弓成亮太。昭和46年春、大詰めを
迎えた沖縄返還交渉の取材の中で、
弓成はある密約が結ばれようとして
いることに気づくが･･･

一般図書

児童図書

「真夏のオリオン」
福井晴敏／文　網中いづる／絵
講談社

太平洋戦争末期、米国駆逐艦の激し
い攻撃を受けた日本の潜水艦の船長
は、海上に放出する乗務員の遺体に、
「真夏のオリオン」と題された１枚
の楽譜を託した－。映画「真夏のオ
リオン」を児童向けに書籍化。

児童図書

「おやすみ、ぼく」
アンドリュー・ダッド／文
エマ・クエイ／絵　クレヨンハウス

「おやすみ、ぼくの足さん、今日も
うーんと走ったね」オランウータン
の子どもが、自分の体のあちこちに
呼びかけながら眠りについていく。
おやすみの前に読みたい本。

（６月・７月の日程）

６月17日我 10：30～　おはなし広場
　　25日牙 10：30～　かんがるー広場
　　27日臥 10：00～   子育て講座

７月２日牙 10：00～　子育て講座

　　７日峨 10：30～　七夕まつり

　お問い合わせは子どもみらい館まで　

「リズムにあわせてみんなで踊ろう 親子で
ヒップホップダンス」※予約が必要です

離乳食や幼児食など栄養士さんのお話

※申し込みが必要です

　毎日帰りが遅く土、日も仕事が多いお父さんは、
子どもと触れ合うことができず、また自分も疲れ
て帰れば寝てしまう毎日で、どうしたらよいか悩
んでいました。そんな時、１冊のノートに「ただ
いま、今日は何して遊んだの？」と３歳の子ども
に手紙を書くことにしました。次の日
お父さんらしき絵が書かれているのを
見て、仕事の疲れもいやされ、楽しみ
に帰るようになりました。小学校に入
ると文章らしくなり、親子の交換日記
が続き、子どもの思いも感じ取れるよ
うになり悩みも無くなりました。
　子どもが成人した今は、そのノート
が宝物になっています。

episode

「父と子の交換日記」

仕事が忙しいお父さんへ
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ひ
き
肉
入
り
変
わ
り
ご
飯

肉
の
旨
味
で
も
ち
も
ち
お
い
し
く
炊
き
上
が
る

椿地区
食生活改善推進員
大冨洋子さん

普
段
か
ら
あ
る
材
料
で

簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
で
紹
介
さ
れ
て
い
た

も
の
を
試
し
に
作
っ
て
み
ま
し
た
。
早
速
食

卓
に
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
家
族
か
ら
大
好
評

で
、
と
く
に
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
食
べ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
の
特
徴
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

簡
単
に
作
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
変
わ

り
ご
飯
」
と
聞
い
て
、
身
構
え
る
必
要
は
な

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
材
料
は
普
段
台
所
に
あ

る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

ひ
き
肉
か
ら
出
る
脂
だ
け
で
炒
め
ま
す
が
、

そ
の
脂
が
、
ご
飯
を
も
ち
も
ち
と
し
た
炊
き

上
が
り
に
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
も

炒
め
る
こ
と
で
、
こ
く
の
あ
る
も
の
と
な
り

ま
す
。
野
菜
は
、
豆
、
き
の
こ
、
山
菜
な
ど

旬
の
も
の
を
、
お
肉
も
お
好
み
で
ア
レ
ン
ジ

し
て
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

【
材
料
】（
4
人
前
）

◇
米　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
合

◇
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
合

◇
ご
ぼ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乘
50

◇
に
ん
じ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乘
50

◇
豚
ひ
き
肉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乘
100

◇
だ
し
汁　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
3
杯

◇
み
り
ん　
　
　
　
　
　

小
さ
じ
1
杯

◇
し
ょ
う
油　
　
　
　
　

大
さ
じ
2
杯

◇
酒　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
じ
1
杯

【
作
り
方
】

虚
と
い
だ
米
を
同
量
の
水
に　

分
つ
け
て
お

30

く
許
ご
ぼ
う
は
小
さ
め
の
さ
さ
が
き
に
、
に
ん

じ
ん
は
5
丱
角
に
切
る

距
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ひ
き
肉
を
炒
め
、
色
が
変

わ
っ
た
ら
②
を
入
れ
、
水
分
が
な
く
な
る

ま
で
さ
ら
に
炒
め
る

鋸
③
に
材
料
研
を
入
れ
、
汁
が
な
く
な
る
ま

で
炒
め
る

漁
①
に
④
を
入
れ
、
炊
く

禦
炊
き
上
が
っ
た
ら
、
下
か
ら
よ
く
か
き
混

ぜ
て
出
来
上
が
り

※
山
椒
の
葉
や
み
つ
葉
な
ど
を
の
せ
る
と
彩

り
が
よ
く
な
り
ま
す

研

Cooking料理
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Tax 税金に関するお知らせ

対
象
と
な
る
方

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
が
対
象

で
す
。

虚
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方

許
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
年
齢
が

六
十
五
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

距
年
額
十
八
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
等

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
介
護
保
険
料
が

特
別
徴
収
（
引
き
落
と
し
）
さ
れ
て
い
る

方
鋸
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
以
後
、
引
き
続

い
て
本
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

対
象
と
な
る
住
民
税
額

　

引
き
落
と
し
さ
れ
る
の
は
、
年
金
所
得
の

金
額
か
ら
計
算
し
た
住
民
税
額
の
み
で
す
。

　

給
与
所
得
や
農
業
・
営
業
所
得
な
ど
の
住

民
税
額
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
給
与
か
ら

の
引
き
落
と
し
、
ま
た
は
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職

共
済
年
金
な
ど

※
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
年
金
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
確
実
な
納
税
を

年金所得に対する個人住民税の徴収

納付書・口座振替
給与引き落とし

革
公的年金から引き落とし

住民税が
公的年金から
引き落とされます

引
き
落
と
し
の
開
始
時
期

　

今
年
十
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
と
な
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
一
年
度
の
住
民
税

額
の
う
ち
半
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一

年
六
月
と
八
月
に
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
付

書
や
口
座
振
替
に
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成
二
十
一
年
度

住
民
税
納
税
通
知
の
際
に
詳
し
く
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

役
場
住
民
税
務
課
税
務
室

緯
七
二
―

二
一
一
一

内
線
一
二
八
、
一
二
九
、
一
三
〇

　

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
て

住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、

こ
れ
ま
で
納
付
書
や
口
座
振
替
で

納
付
（
普
通
徴
収
）
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
勤
務
先
の
給
与
か
ら
引
き

落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
一
年

度
の
公
的
年
金
等
所
得
に
か
か
る

住
民
税
は
、
今
年
十
月
支
給
の
公

的
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
（
特
別

徴
収
）
を
開
始
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平成21年10月分から

【特別徴収】
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Essay連載エッセー

連　載

「
議
会
の
番
外
地
」

　

後　

藤　

幸　

平

【
全
校
生
が
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
、
さ
わ
や
か

態
度
で
生
活
し
、
元
気
あ
ふ
れ
る
日
本
一
の

学
校
に
し
よ
う
】

　

下
の
写
真
は
、

運
営
委
員
の
児
童

が
朝
会
で
児
童
会

目
標
を
発
表
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

学
級
や
児
童
会

で
何
度
も
話
し
合

い
を
し
て
決
め
た
目
標
を
朝
会
で
発
表
す
る

こ
と
は
、
第
二
小
学
校
児
童
と
し
て
み
ん
な

で
や
り
遂
げ
よ
う
と
い
う
し
っ
か
り
し
た
意

欲
づ
け
と
な
り
、
自
信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い

や
考
え
で
多
少
文
言
は
変
わ
っ
て
き
て
は
い

ま
す
が
、『
明
る
い
あ
い
さ
つ　

さ
わ
や
か

態
度
』
は
本
校
の
伝
統
で
あ
り
校
風
と
い
う

べ
き
も
の
で
す
。
誰
も
が
納
得
し
認
め
る
価

値
あ
る
も
の
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
伝
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

本
来
、
子
ど
も
は
秩
序
あ
る
環
境
の
中
に

身
を
お
き
安
定
し
た
生
活
を
し
た
い
と
願
っ

て
い
る
存
在
で
す
。
ま
た
、
よ
り
高
い
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
し
自
分
を
高
め
た
い
と
願

っ
て
い
る
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。『
明
る
い

あ
い
さ
つ　

さ
わ
や
か
態
度
』
は
、
子
ど
も

同
士
、
子
ど
も
と
大
人
の
信
頼
関
係
や
程
よ

い
緊
張
感
が
保
た
れ
て
こ
そ
醸
成
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
「
元
気
あ
ふ

れ
る
日
本
一
の
学
校
」
を
つ
く
り
あ
げ
た
い

と
い
う
心
を
大
事
に
し
て
、
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
高
め
な
が

ら
日
々
の
教
育
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

「明るいあいさつ

さわやか態度」

第二小学校　原田榮藏校長

はらだ・えいぞう
1952年８月、白鷹町生ま
れ。第一小学校教頭、川西
町吉島小校長などを経て
07年４月より当校に着任。
趣味は写真。教育者として
のモットーは、「子どもと
共に在る」。子どもの成長
を通して、自分の教師とし
ての成長もあると考えてい
る。白鷹町在住

Profile

　

町
長
に
立
候
補
す
る
な
ら
、
ま
ず
議
員

に
な
り
勉
強
し
て
か
ら
出
る
べ
き
だ
と
よ

く
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
も
の
だ
。

不
覚
に
も
私
は
初
議
会
の
演
壇
に
立
つ
ま

で
議
会
傍
聴
の
経
験
も
無
か
っ
た
。
探
険

家
、
冒
険
家
の
名
誉
あ
る
称
号
を
い
た
だ

く
の
も
無
理
か
ら
ぬ
気
が
す
る
。

　

議
会
に
は
全
員
協
議
会
が
あ
り
、
込
み

入
っ
た
議
題
は
論
点
の
整
理
を
す
る
機
会

が
あ
る
。
ま
た
、
本
会
議
前
に
は
議
会
運

営
委
員
会
で
議
事
の
進
行
と
採
決
方
法
な

ど
し
っ
か
り
と
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
る
。

な
に
も
か
も
初
め
て
の
新
米
町
長
に
は
、

議
場
入
場
の
ル
ー
ル
や
礼
の
仕
方
、
発
言
、

答
弁
、
壇
上
へ
の
進
み
方
、
休
憩
時
の
マ

ナ
ー
や
議
会
の
慣
例
な
ど
詳
細
な
説
明
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
番
に
予
期
せ
ぬ
出
来
事
が

起
こ
っ
た
。
想
定
外
の
場
面
が
出
現
し
た
。

町
長
答
弁
が
終
わ
る
か
終
わ
ら
な
い
か
と

い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
議
員
席
以
外
の
席
か

ら
発
言
を
求
め
る
声
が
「
番
外
！
」「
バ
ン

ガ
イ
！
」
と
元
気
よ
く
あ
が
っ
た
か
ら
驚

い
た
の
な
ん
の
。
番
外
と
は
一
体
何
だ
？

打
ち
合
わ
せ
に
無
か
っ
た
で
は
な
い
か
。

私
は
何
か
間
違
っ
た
発
言
を
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
番
台
」
な
ら
学
生
時
代
、
四
畳
半
の
ア

パ
ー
ト
か
ら
石
鹸
カ
タ
カ
タ
鳴
ら
し
て

通
っ
た
銭
湯
の
男
湯
と
女
湯
の
間
の
絶
妙

な
位
置
で
料
金
を
受
け
取
る
場
所
だ
か
ら
、

そ
れ
は
ほ
ほ
笑
ま
し
い
記
憶
の
中
に
あ
る
。

し
か
し
、「
番
外
」
と
な
る
と
事
情
が
違
っ

て
く
る
。
波
止
場
の
路
地
裏
や
最
果
て
の

地
に
あ
り
、
番
地
も
定
か
で
な
い
非
日
常

の
世
界
「
番
外
地
」。
昭
和
四
十
年
代
、
高

倉
健
主
演
の
東
映
映
画
シ
リ
ー
ズ
で
は

「
ど
う
せ
お
い
ら
の
行
く
先
は
そ
の
名
も

ど
こ
そ
こ

・

・

・

・

番
外
地
」
だ
。
そ
れ
が
議
会
で

「
番
外
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

議
員
席
以
外
か
ら
の
発
言
を
「
番
外
発

言
」
と
言
い
、
課
長
な
ど
が
発
言
を
求
め

る
と
き
は
「
番
外
」
と
言
っ
て
立
ち
上
が

り
、
町
長
の
補
足
答
弁
を
す
る
の
が
慣
例

と
知
っ
た
の
は
、
議
会
終
了
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

距
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◇
Ｅ
Ｍ
活
性
液
を
使
い
始
め
て
二

年
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
白
椿
地

区
公
民
館
が
企
画
し
た
講
習
会
に

取
材
で
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
毎
日
出
る
米
の
と
ぎ
汁

で
作
ら
れ
る
手
軽
さ
と
、
農
業
か

ら
家
事
ま
で
マ
ル
チ
に
使
え
る
利

便
性
に
魅
せ
ら
れ
始
め
ま
し
た
。

▽
今
は
週
に
三
弍
ず
つ
作
っ
て

使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
掃
除
と
食
器
洗
い
用
で
す
が
、

お
勧
め
は
お
風
呂
に
入
れ
る
こ
と
。

体
も
温
ま
り
ま
す
し
、
翌
朝
そ
の

残
り
湯
で
浴
槽
掃
除
が
で
き
ま
す
。

市
販
の
洗
剤
以
上
に
き
れ
い
に
な

り
、
し
か
も
化
学
物
質
を
使
っ
て

い
ま
せ
ん
か
ら
、
家
族
の
健
康
と

自
然
環
境
を
い
た
わ
っ
て
く
れ
ま

す
。 

（
横
山
）

　「フェット・ド・ラ・ミュージック」は、
夏至の日に誰もが気軽に音楽と触れ親
しむことができる「街角コンサート」
です。町でも発祥の地であるフランス
（パリ）と合わせて毎年開催していま
す。ゆりの花に囲まれながら、のんび
りと音楽に浸ってみませんか。
◆日時／６月21日蚊 14：00～

（小雨決行）
◆場所／どんでん平ゆり園
◆その他／ご覧になる際は、ゆり園の
入場料が必要となります

◆問合せ先／町民総合センター「あ～
す」緯72―3111

　夏至の日に少しの間だけテレビを見
る時間を減らし、ろうそくの明かりだ
けで一緒に過ごしてみませんか。
◆日時／６月21日蚊 18：30～21：00
◆場所／農家レストランエルベ、いい
で天文台

◆内容／エルベの庭園に町内の子ども
たちが作った手作りキャンドルが灯
され飾られます。幻想的な雰囲気を
お楽しみください。また、後半には
いいで天文台で星空観察を行います

◆参加費／無料
◆問合せ先／役場住民税務課生活環境
室緯72―2111内線133

　梅雨の時期を迎え、長雨や集中豪雨
によって土砂災害が発生しやすくなり
ますので十分注意してください。
　１時間の雨量が20㍉、降りはじめ
からの雨量が100㍉を超えたときや次
の状態のときは警戒が必要です。
①がけ崩れ
小石がばらばら落ちてくる／水が湧
き出てくる／がけに裂け目ができる
②地すべり
地面にひび割れができる／陥没や地
面の盛り上がり／井戸や沢の水がに
ごる
③土石流（鉄砲水）
山鳴りや大きな音がする／急に川の
水がにごってきた／雨が降り続いて
いるのに川の水位が下がる
◆県の河川・砂防情報
◇インターネットアドレス
http://www.kasen.pref.yamagata.jp/
◇携帯電話アドレス
http://www.kasen.pref.yamagata.jp/
mobile/
◆問合せ先／置賜総合支庁西置賜河川
砂防課緯88―8234

◆日時／６月20日臥　13：00～
◆場所／労金長井支店
◆相談員／「クレサラネットワーク置
賜」司法書士
◆料金／無料
◆予約／不要
◆問合せ先／西置賜地区労働者福祉協
会外事務局（労金長井支店内）
緯84―1100

Information お知らせInformation お知らせ

※この欄に掲載を望まない場合は届
出の際にお申し出てください。

ご結婚おめでとうございます
氏 名住 所 

二　瓶　文　彦さん
大　場　久美子さん

   添     川　（最 上 町    
伊　藤　友　洋さん
髙　橋　知佳子さん

  添     川　（川 西 町    
お誕生おめでとうございます

ご両親氏 名住所
  広　樹（　恵　澤 村 颯 

はや

 人 く　ん
と

中

  俊　彦（寧　子横 澤 湊 
みな

 子 ちゃん
こ

添川

  良　太（　愛　大河原　　 淑 　ちゃん
しゅく

手ノ子

心からおくやみ申し上げます
年齢氏 名住所
86長 沼 ハツヱさん向原手ノ子
93髙 橋 よ しさん高野・寺分萩生
79渡 部 英 一さん中北中
82嘉 藤 市 男さん町西萩生
73金 田 芳 一さん町中手ノ子
75渡 部　 元　さん町上手ノ子
72嶋 貫 利 夫さん大旦添川

５月分　　（　）内は対前月比

5転入2,403（　2）世帯数
10転出4,063（  -5）男人　

口
3出生4,312（  -4）女
7死亡8,375（  -9）計

人の動き

（５月届け出分）

債務整理無料相談会

土砂災害にご注意ください

フェット・ド・ラ・
ミュージックのご案内

キャンドルナイト2009 
inいいで
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　手ノ子地区にありますひらすび牧場
では、次の２つのボランティアを募集
しています。
◆ボランティアの内容
①牧場ボランティア
馬の世話や牧場の修繕、環境整備な
どのお手伝いをお願いします

②活動ボランティア
乗馬セラピーや小さい子どもたちの
乗馬の際に、安全に活動できるよう
にサポートをお願いします

◆要件／ボランティアいただける方は、
登録いただき、講習会を受けていた
だきます。１回目の講習会を６月
20日臥に行ないますので、ご希望
の方はご連絡ください。（講習会は
有料となります）詳しくは下記まで
お問い合わせください

◆申込・問合せ先／NPO法人インフォ
メーションセンターひらすび牧場
（金田） 緯86― 4150または緯090―
2609―0890

　山菜採りや山登り中の事故が多発し
ていますので、次のことに注意してく
ださい。
焔家族に行き先や帰宅時間を告げ、１
人では出かけないようにする
焔水や非常食、熊鈴、ラジオ、携帯電
話、予備電池などを持参する
焔体調の悪いときは無理をして山に入
らない
焔道に迷ったら動き回らずに見晴らし
の良い所で助けを呼ぶ

◆問合せ先／長井警察署地域課
緯84―0110

　小白川地区にあります町民プールの
一般利用についてお知らせします。町
民プールは学校利用を優先しますが、
町民の皆さんもご利用いただけます。
どうぞ健康づくりに役立ててください。
◆期間／６月27日臥～８月30日蚊
　※８月13日牙～15日蚊は休業
◆使用料／無料
◆利用形態
①通常（夏休み以外の期間）
焔平日
８：30～15：30→ 学校利用
15：30～18：00→ 一般開放

焔土・日曜日
8：30～18：00→ 一般開放

②夏休み期間（７月25日～８月19日）
焔平日
８：30～18：00→ 学校・一般

焔土・日曜日
８：30～18：00→ 一般開放

◆その他／天候、日没時間、気温、水
温などで開業日や開業時間が変更に
なる場合があります

◆問合せ先／役場教育文化課生涯学習
振興室察72―2111内線160、162
　町民プール察72―3581

　社会や家庭生活において、男女の差
別をなくし、互いに人権を尊重し、喜
びも責任も分かち合い、一人ひとりが
個性と能力を十分に発揮することがで
きるよう、この期間に男女共同参画に
ついて改めて考えてみましょう。
◆問合せ先／役場総務企画課総合政策
室察72―2111内線228

　いいでフォトクラブでは、会員を募
集しています。初心者の方も歓迎しま
す。お気軽にお問い合わせください。
◆対象／年齢・性別などは問いません。
町外の方でも入会できます
◆内容／写真愛好家の仲間づくりと展
示会やコンクールの出品などを通し
て写真技術の向上を目指します
◆年会費／3,000円
◆申込・問合せ先／町芸術文化協会事
務局（町民総合センター「あ～す」
内）察72―3111

　大型ごみの収集の申し込みを電話で
受け付けます。回収は年１回です。
◆受付期間と回収日
①中、萩生、黒沢、添川
焔申込期間／６月22日俄～７月３日画
焔回収日／７月13日俄～17日画
②椿、小白川、松原、手ノ子、高峰、中
津川
焔申込期間／６月29日俄～７月10日画
焔回収日／７月21日峨～24日画
◆大型ごみとして回収できないもの
洗濯機、衣類乾燥機、テレビ、エア
コン、冷蔵庫、冷凍庫、ノートパソ
コン、ディスプレイ、パソコン本体、
タイヤ、農機具、バイク、ガスボン
ベ、バッテリー、事業系のごみなど
◆料金／品目によって料金は異なりま
す。金額と支払い方法については、
申し込みの際、ご確認ください
◆申込方法／電話で下記まで申し込み

釈 若錫錫錫錫

◆申込・問合せ先／役場住民税務課生
活環境室緯72―2111内線131、132、
133

緯74-2447東 部 地 区 公 民 館緯72-3353社 会 福 祉 協 議 会緯72-3111「 あ ～ す 」

緯75-2111西 部 地 区 公 民 館緯74-2011ひ め さ ゆ り 荘緯86-2233町 健 康 福 祉 課

緯77-2020中津川地区公民館緯72-3086スポーツセンター緯86-2117介護老人保健施設

緯72-2245飯 豊 駐 在 所緯72-2126中 部 地 区 公 民 館緯72-2300国民健康保険診療所

緯77-2110中 津 川 駐 在 所緯72-2242白 椿 地 区 公 民 館緯77-2330附属中津川診療所

飯豊町役場
　電話　　0238―72―2111
　FAX   　　    　72―3827
ホームページ 　　 www.town.iide.yamagata.jp
Eメール　　iide―info@town.iide.yamagata.jp

大型ごみ回収の
申し込みを受け付けます

いいでフォトクラブ
会員募集のお知らせ町民プールの利用について

６月23日～29日は
「男女共同参画週間」

NPO法人ひらすび牧場
ボランティア募集！

山菜採りに伴う
事故防止について
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餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
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感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
さ
に

青
春
。
私
た
ち
は
、
自
然
観
察
を
通
し
て
、

春
か
ら
生
き
る
希
望
と
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
け

る
の
で
す
。
白
川
湖
畔
は
自
然
を
愛
す
る
だ

れ
を
も
抱
擁
し
て
く
れ
ま
す
。
素
晴
ら
し
い

自
然
に
乾
杯
。
ツ
バ
キ
の
笛
を
も
う
一
度
。

パ
オ
ー
。
よ
く
で
き
ま
し
た
。

白川ダムビジョン推進会議
自然観察グループ

みつもり・かずひろ
1952年11月、山形市生まれ。
サン・フォレスト森林インスト
ラクター樹木医事務所主宰。山
形県源流の森副館長、山形県環
境審議会委員などを歴任。06
年より白川ダムビジョン推進会
議メンバーとなる。ＮＰＯ法人
や山形県環境アドバイザーなど
の活動を通して環境保全活動に
熱心に取り組んでいる。趣味は
書道で山形県書道連盟理事を務
める一面も。山形市在住。

筆者プロフィール

写真／5月10日に「源流の森」

で行われた自然観察会の様子。

町内外から25人が参加し白川

湖畔周辺の植物の生息を学び、

新緑の息吹と輝きを楽しんだ

　私たちのグループは、ほかの団体と連携しながら、
白川源流の自然の魅力を広く知ってもらおうと自然
観察会の開催を中心に活動しています。例えば、観
察コースの設定、自然観察ノート・四季折々の見ど
ころマップなどを作り、皆さんに白川湖畔の素晴ら
しさを伝えています。豊かな森林と白川の清流は、
私たちのかけがえのない財産であると共に、ふれあ
いの場・人間性を育むための場でもあります。どう
ぞ一緒に楽しみながら森や川を体感しましょう。
◆次回の自然観察会／９月～10月中に開催予定
（日程が決定次第、「広報いいで」でお知らせします）

◆問合せ先／白川ダムビジョン推進会議事務局（役
場総務企画課総合政策室内）志72―2111内線227

自然観察会の参加者には、
「自然観察ノート」が配布さ
れます。観察した植物を、
自らスケッチして特徴を書
き込むことで世界に一つだ
けのオリジナル植物図鑑の
出来上がりです。

私たちが森をご案内します

写真／白川ダムビジョン推進会議自然観観察グループメンバー。左
から竹田経さん（手ノ子）、三森和裕さん（山形市・本文筆者）、石山泰
子さん（長井市）、卷坂恵美子さん（手ノ子）
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突
然
で
す
が
「 
蓼 
食
う
虫
も
好
き
好
き
」

た
で

と
い
う 
諺 
が
あ
り
ま
す
。「
タ
デ
」の
よ
う
な

こ
と
わ
ざ

苦
味
の
あ
る
植
物
で
も
好
ん
で
食
べ
る
虫
が

い
る
よ
う
に
、
人
の
好
み
は
様
々
で
あ
る
と

い
う
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
み
ん

な
結
婚
で
き
る
わ
け
で
す
け
ど
ね
。

　

季
節
は
新
緑
の
春
。
ホ
テ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト

い
い
で
の
広
場
は
、『
カ
メ
ラ
マ
ン
』
や
『
画

家
』
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
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所
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蓼
食
う
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好
き
好
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で
は
な
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誰
も
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美
し
く
感
じ
ら
れ
る
場
所
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の
で
す
。

　

そ
の
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素
は
、
満
水
の
白
川
湖
畔
と
湖
面

に
浮
か
ぶ
柳
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雑
木
林
や
ブ
ナ
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と
そ
の
間

に
点
在
す
る
濃
緑
の
ス
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の
木
立
が
織
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な

す
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ン
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で
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そ
し
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背
後
に
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び
え
る
飯
豊
連
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雄
姿
で
す
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こ
れ
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絶
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組
み
合
わ
さ
れ
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い
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さ
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を
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川
源
流
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春
の
自
然
の
魅
力
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医

Mitsumori Kazuhiro
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海谷定信さん（山形市）
　この度は素晴らしい賞をいただき、ありがとうございます。
受賞作品は毎年楽しみに待っている萩生諏訪神社例大祭の荒
獅子舞です。躍動感溢れる獅子舞を撮影したくて挑んできま
したが、今年はうまく撮れた気がしていました。
　今後とも飯豊町の自然溢れる歳時記を記録してみたいと思
います。ありがとうございました。

撮影者

この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

【優秀賞作品】

写真家 佐藤秀明先生の講評
　題名どおり、躍動感溢れる素晴らしい素晴らしい写真です。
背後の風景を流した手法もさすがですが、被写体に対して気
持ちが肉薄しています。シャッターを押した瞬間に手ごたえ
を感じたのではないでしょうか。写真の醍醐味ですね。

獅

子

躍

動

（
撮
影
場
所
／
萩
生
地
内
）

写真は、平成20年度に開催されました「未来につなぐいいでフォトコンテスト」で入賞された作品です。
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